
山本大臣閣議後会見

平成２５年１０月８日
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日時：2013年10月6日（日） 16:30～18:45
場所：国立京都国際会館

テーマ

「グローバル化する世界における人を通じた知識共有の拡大」
Enhancing Knowledge Sharing through People in the Globalizing World
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第10回国際科学技術関係大臣会合
Science and Technology Ministers’ Roundtable Meeting
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第10回国際科学技術関係大臣会合
Science and Technology Ministers’ Roundtable Meeting

※日本を含む27ヶ国の科学技術政策担当大臣や科学技術顧問等が出席。
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大臣主催昼食会 ＠STS forum

COOL JAPAN を紹介

CG技術（キャプテンハーロック）
日本のトップクリエーターが結集

4K TV
表示パネルの画素数が、フルハイビ
ジョンの4倍ある高画質化を追求した
テレビ。

平成25年10月6日（日） 12:10～

１分間コメント
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STS forum 10th Annual Meeting

プレナリーセッション：研究とイノベーション
平成25年10月7日（月） 16:50～18:00

Fuchs, Alain

Yamamoto, Ichita

Strohschneider, Peter

Sakakibara, Sadayuki

Al-Saud, Turki M

Chubachi, Ryoji

Chair

科学技術イノベーション
の意義や我が国の取組を
発信
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二国間会談 in 京都

英国：ウォルポート政府主
席科学顧問

ミャンマー：ウー科学技術
大臣

キューバ：カストロ科学顧
問

スペイン：オルモ長官 南アフリカ：ハネコム科学
技術大臣

フランス：フィオラゾ大臣

エジプト：ラムジー大臣 モロッコ：ラッセン大臣
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京都大学での意見交換

iPS細胞研究所（CiRA）との意見交換
物質－細胞統合システム拠点
（iCeMS）との意見交換

iCeMSとCiARの若手研究者との懇談

iCeMS CiRA



若手研究者との意見交換
（車座ふるさとトークに参加したメンバー）

10月5日 @京都

参加者：京大、奈良先端大、京都工芸繊維大、阪大、
島津製作所の若手研究者 29～45歳）



若手研究者発案による新政策

大学・研究機関の一線の研究者が
総合科学技術会議事務局に

現場の声を政策に反映

総長・学長等が人事評価基準でコミット
することが条件



これまでの出向・研修との違いは．．．

現場の研究開発マネジメント重視

本人の経験というだけでなく、AAASのよ
うに現場の政策分析能力と政策立案への直
接の関与を強化することが狙い

※AAAS：米国科学振興協会

効果は．．．

PM・PDへのキャリアパスの形成



事務局側の対応

期間の柔軟化（３か月～２年）

卒業生のネットワークを形成
情報提供の窓口を設置

※科学技術政策フェロー（補佐級）等を予算要求

大学側にもメリットがあるsustainableな仕
組みを用意

予算の確保



若手研究者の発案であり、

賛同する大学・研究機関、省庁に拡大するた
め、ノウハウを共有

まずは、議論に参加した大学等と直接話をす
ることから始めたい

制度はオープン！

理解を共有する大学等から開始


